
タイから始まった企業進出

　今回は東南アジア諸国連合
（ASEAN）で暮らす日本人を追
跡し、その暮らしぶりを追ってみ
た。
　筆者の大学後輩は、卒業間もな
くフィリピンの首都マニラにある
国際機関で働き始め、親子二代に
わたってマニラに定着、その子ど
もたちは米国、オーストラリアに
留学し、それぞれの生活を始めて
いる。これはまさに日本人の国際
化を絵に描いたようなケースだと
も言える。こうした日本人の海外

ドラマは、今やアジアのみならず、
世界中で演じられているに違いな
い。
　ここでは、まずはASEANで暮
らす日本人に焦点を絞って、その
実像を追ってみることにした。こ
こに提示した一覧表のように、そ
こには日本人の一つの行動パター
ンが見えてくる。
　日本人の東南アジアにおける滞
在人数規模は、日本企業の海外進
出の歴史が物語っているように、
タイが群を抜いた存在である。日
本企業の海外展開の歴史のよると、
その第一歩がタイの首都バンコク

から始まるケースが圧倒
的に多い。筆者の海外取
材活動もタイのバンコク
から始まっている。1960
年代末のタイの国際空港
は唯一ドンムアン国際空
港で、ボロタクシーで田
んぼ道を一路バンコクに
向かって走ったものであ
る。その沿道にポツリポ
ツリと日本からの進出企
業の工場が散見できた。

　当時を想い出すと、バンコクは、
日本企業の海外展開の第一歩の地
であり、1960年代のタイの学生
運動の標的になるなど、初めは日
本からの進出企業にとって多くの
試練を経験したものである。しか
し、それが日本企業の海外展開に
とって良き教訓になったと言われ
ている。筆者は、東海大学が支援
したモンクット王工科大学を取材
するために、バンコクを訪ねるこ
とが多かったが、1960年代末に
は学生による反日運動や反政府運
動に遭遇するなど、多くを経験し
た。今、回想するに、伝統的なタ
イ社会が外国の資本主義という新
たな価値観に触れて激動したので
あろう。

日本人の永住願望

　しかし、外国企業は資本主義を
タイ社会に根付かせることになっ
た。タイの伝統社会にとって、天
から変な神様が舞い降りたような
気分になっていたに違いない。
　良いか悪いか、タイの首都バン
コクは日本企業をはじめとする外

国資本の集積地となったのである。
多くの日本人、多くの日本の企業
がバンコクを目指した。それが左
ページに示した表「ASEANで暮
らす日本人」のように、公式には
８万2,000人以上の日本人がバン
コクに住み着いたり滞在している
のである。筆者は東海大学が創設
時に協力した「モンクット王工科
大学物語」を書いたことがあるが、
日本は経済活動のみならず、教育、
文化の面でも多くの功績をバンコ
クに残している。社会面では、良
いか悪いか、例えば日本人の影響
はタイの花柳界にも及んでいるよ
うである。
　ところが、日本人の永住願望で
は、フィリピンが突出している。
タイへの永住願望の４倍近くを占
めるのがフィリピンである。日本
に出稼ぎに来ているフィリピン人
は広く知られている存在であるが、
その一方で、多くの日本人がフィ
リピンを第一の永住願望の国にし
ていることには驚かされる。その
理由はいろいろ考えられるが、フ
ィリピンの首都マニラには古くか
らの伝統社会的な風習などが希薄
であることが大きく影響している
のかもしれない。それに、英語が
一般化しているので、外国人にと
っては意思疎通に事欠かないこと
などが考えられる。
　筆者のマニラの友人宅には、通
勤スタイルで３人のフィリピン女
性が働いていて、家事手伝い、子
どもの世話などを担当している。
これはマニラでは極めて普通の生
活スタイルだと言える。だから外
国人にとって、住み心地の良い国

なのであろう。タイがビジネス向
きであるのに対して、フィリピン
は庶民生活に適していると言える
かもしれない。フィリピン人はい
たって気軽に他国に出稼ぎに出か
けるだけあって、他国の人たちが
自国に来るのを気にしない傾向が
ある。フィリピンのマニラに住む
友人の父の老後を最後まで手伝っ
たのはフィリピン女性であったが、
その献身ぶりには心打たれるもの
があった。もっとも、そのフィリ
ピン女性にとっては、彼女の一族
の生活がかかっていたので、日本
人は大切な雇用主でもあった。

東南アジアの華僑

　その辺り、事情は他のASEAN
諸国とは一味違うものがある。そ
の意味でも、日本人のフィリピン
への永住願望は他のASEAN諸国
に比べて一層強いものになってい
るのかもしれない。
　最後にトピックスとして、中国
とASEANとの関係に触れてみた
い。ASEANで暮らす中国人は10
万7,715人に達し、その内訳をみ
ると長期滞在が10万4,096人で、

永住が3,619人である。だが、香
港人の２万3,791人は別計算であ
る。周知のように、シンガポール、
マレーシア、インドネシア、フィ
リピンを訪ねると、海外の中国人
を代表するように、いわゆる華僑
と称される中国人が、東南アジア
のビジネス界に君臨している。そ
の特殊な商業ネットワークは
ASEANの社会全体に張り巡らさ
れている。そしてその実力は政治
を動かすこともできるぐらいだ。
日本の経済界も華僑と称される巨
大ビジネス集団とは戦えないと言
う。
　シンガポールの華僑集団は、イ
ンドのタタ財閥などと組んで、ア
フリカにまでビジネスネットワー
クを拡大していると言われている。
したがって、ASEANビジネスを
考える時、そのビジネス社会の底
流には、常に華僑ネットワークが
根を張っていることを意識せずに
はいられない。それが、ASEAN
ビジネスの実像かもしれない。そ
の意味で、ASEAN各国にとって
中国人は特別な存在と言えるので
あろう。
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ASEANで暮らす日本人
永住願望の多いフィリピン

インドネシア・バリ島の寺院群の一角にて筆者撮影（2010年10月）

ASEANで暮らす日本人（2023年現在）

国　名

タイ

シンガポール

インドネシア

マレーシア

フィリピン

ベトナム

ブルネイ

ミャンマー

カンボジア

ラオス

82,574 

36,200 

16,539 

27,256 

15,758 

22,185 

165 

2,849 

4,502 

789

80,695 

32,768 

15,343 

27,254 

9,737 

22,185 

161 

2,834 

4,315 

747

1,879 

3,432 

1,196 

2,044 

5,955 

321 

4 

15 

187 

42

滞在人数規模（人） 長期滞在（人） 永住願望（人）

2023年データブック・オブ・ザ・ワールドの情報を基に本誌作成


